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２次関数　位置と係数の関係
例題

y＝ax2＋bx＋cのグラフが右図のとき、

次のそれぞれの値は、正・負・0のどれか。

(1)a

(2)b

(3)c

(4)a＋b＋c

(5)b2－4ac

解説

(1)aが正のとき放物線は上に開いている（下に凸）←今回はコレ
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　aが負のとき放物線は下に開いている（上に凸）
(2)軸の方程式は
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　※次ページの補足を参照
　今回は軸は正(y軸よりも右)。また(1)よりaは正。
　軸の方程式は正＝
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となるので、bは負

(3)グラフの式にx＝0を代入するとy＝cとなるので、

　cは放物線の切片を表す。

　今回は切片がプラスなのでcは正。

(4) グラフの式にx＝1代入するとy＝a＋b＋cとなり、

　a＋b＋cはx＝1のときのy座標を表す。

　今回はx＝1のときのy座標がマイナスなので、　a＋b＋cは負。

(5) b2－4acはx軸との交点の数から調べる。
　交点が2個のとき正、1個のとき0、0個のとき負。
解答　(1)正　(2)負　(3)正　(4)負　(5)正
類題
y＝ax2＋bx＋cのグラフが右図のとき、

次のそれぞれの値は、正・負・0のどれか。

(1)a

(2)b

(3)c

(4)a－b＋c

(5)b2－4ac


解答　(1)負　(2)正　(3)負　(4)負　(5)正

補足
二次関数のグラフは折ったらピッタリ重なるので線対称（左右対称）になっている。

その折り目が「軸」で、y軸と平衡になるので、「x＝…」と表せる。

この軸は二次関数の頂点を通過するので、頂点のx座標を使って「x＝…」になる。

y＝ax2＋bx＋cのとき、平方完成すると

y＝a(x＋
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　→今後y＝a(x＋
[image: image5.wmf]a

b

2

)2－
[image: image6.wmf]a

ac

b

4

4

2

-

として使うことがある。
となるので、頂点が(－
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なので、軸の方程式はx＝－
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になる。
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